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【 部活動 ：美術部 】 … R5全道展 入賞 ・ U25新人賞受賞

先日、全道美術協会が主催する

令和５年度第77回全道展が開催さ

れ、本校の美術部からの出展作品が

見事、入賞を果たしました。

３年生佐藤由乃さんが二年連続

入賞とともにU25以下の部新人賞、

本村香隠さんが入選。

後日、根室市役所で石垣根室市長への報告を行い、祝福の言葉をいただきました。なお、市

役所向かいの看板に受賞結果（新人賞・入賞）を祝う看板が掲げられていますので、ご覧くだ

さい。本校においても写真にあるように校長室で授賞式を行いました。この２人の作品は８月、

根室市内で全道展受賞巡回展が開催されますので、是非、ご鑑賞いただければと思います。

学校祭テーマ決定 「Be original & Beyond」
今年の根高祭のテーマ「Be or iginal & Beyond」。４年ぶりの３日間開催となる

学校祭のテーマについて生徒会役員に聞いてみると、全校生徒がより独創的な発想

力で各部門の催し物に取り組み、各クラス

・各学年・学校全体が一体となり、更なる １日目 7/6(木)：合唱コンクール

なる高みを目指す根高祭となってほしいと ２日目 7/7(金)：仮装パフォーマンス

の願いを込めているとのこと。根高生の創 ３日目 7/8(土)：クラス創造展

造を超える活躍にご期待ください。

【 部活動 ：演劇部 】…６月公演で根室市教育委員会から表彰

６月25日(日)、根室市文化会館におい

て、本校演劇部６月公演がありました。

「青い群青」という演目で、１年生の新

入部員が加わり部員12名での初披露の

場となりました。観客の皆さん達は、各部

員の個性溢れる演技に魅了されていました。

終了後、根室市教育委会波岸教育長からの感謝状が部員に手渡されました。この感謝

状は、昨年度、 「いじめ根絶」に係る演劇を根室市教育委員会と連携して演劇部が実施し

たことが高く評価されたことによるものです。なお、７月には北方四島交流センター（ニ・

ホ・ロ）での公演も予定されています。多くの方々のご参加をお待ちしております。



【進路指導】第２回校内模試チャレンジ結果
本校進路指導部では大学入試突破支援策として、「校内模試チャレンジ」を年６

回（4月 ･６月 ･７月 ･９月 ･10月 ･11月）実施しています。この取り組みは学年の枠

を超えて生徒同士が切磋琢磨しながら、不得意分野を克服しながら学力を向上させ

るとともに、自己の学びを振り返るなど大学受験に向けた意識醸成をねらいとして

います。今回の各科目受験者延べ数101名となっており、多くの生徒が積極的にチ

ャレンジしています。次回の実施は７月です。なお、結果は以下の通りです。結果

に一喜一憂するのではなく、次のチャレンジに向けた取り組みを促しています。

現 代 文 1 現代文･古典 数学ⅠA ﾘｰﾃﾞｨﾝｸ 数学ⅡB

100点満点 200点満点 100点満点 100点満点 100点満点

平 均 点 44.9点 90.2点 29.1点 47点 40.6点

【1学年・進路指導】自分発見ガイダンス・ドリカム進路講演会
6/22(木 ) １年次進路指導部が

２つの活動を行いました。

一つ目は、ドリカム進路講演会

において、外部講師から「とりあ

えず大学は違う！？職業から逆算

する大学選び」と題する講演が行

われました。興味・関心や適性をもとに職業選び、そこから大学選びが始まるとの趣旨

でした。２つめは１つめの講演後、自分発見ガイダンスと称し、自己理解を通じて自分

が好きなことと向いていることの違いについて気づき、進路選択のミスマッチ解消をね

らいとした外部講師からの説明や活動が行われました。マインドマップのワークシート

を用いて、自己の興味・関心や得意不得意を可視化し、ペアワークしながら自己表現し

たり、短所を長所と捉えるなど自己理解を深める活動がなされました。

【 職業 学 科活 動紹 介 ：商 業科 ・ 事務 情報 科】根 室警察 署と 連携・ 交通事 故防 止啓発
昨年度、商業科と事務情報科の活動として、

交通安全啓発運動に取り組みました。今年度は、

根室警察署からの打診・依頼があり、「鹿の事故

防止啓発運動」への協力を行うこととなりまし

た。6/27(火)根室市警察署で１日警察官の委嘱

状が交付されました。その後、「道の駅スワンね

むろ44」で鹿事故防止のチラシ、本校生徒が作

成した啓発ティッシュを配布して、運転ドライ

バーに対し、鹿事故防止を呼びかけました。


